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正しい鼻のかみ方

イグ・ノーベル賞とは、1991年にアメリカの雑誌が始めた賞で、ノーベル
賞をもじったものです。「人々を笑わせ、そして考えさせる研究」に贈ら
れます。内容は一見ばかばかしく思えますが、科学的な価値を持つ研究が
選ばれるのが特徴です。今年は第36回で、9月3日にスイスのチューリッヒ
で授賞式が行われました。長年アメリカで開催されてきましたが、今年か
ら会場が変わりました。2026年の医学賞を受賞したのは、旭川医科大学
の名誉教授だった故・海野徳二氏らによる「正しい鼻のかみ方」の研究で
す。この研究は約50年前の1977年に発表されたものです。海野氏は4年前
に亡くなったため、授賞式では大学の別の教授が代理で賞を受け取りまし
た。日本人研究者の受賞は、これで20年連続となります。研究では、鼻の
かみ方によって鼻呼吸がどの程度改善するのかが調べられました。同時
に、鼻をかむ際に耳の穴にかかる圧力も測定されました。その結果、効果
的なかみ方として示されたのは、次の二点です。一つ目は、片方ずつかむ
ことです。片側の鼻を指で押さえ、もう一方だけをかみます。二つ目は、
十分な勢いでかむことです。ただし、あまりに強くかむと耳の奥に負担が
かかる可能性があるため、口を軽く開けて数回に分けてかむと安心です。
鼻をかむという日常的な行動でも、体の仕組みに基づいた正しい方法があ
ることを、この研究は教えてくれます。風邪や花粉症の季節には、ぜひ試
してみてはいかがでしょうか。


